
提 供 日 2026/10/28

タイトル 水産・海洋研究発表会の御案内

担　　当 経済産業部 水産・海洋技術研究所開発加工科

連 絡 先 開発加工科　担当：岡田裕史

TEL 054-627-1818

静岡県水産・海洋技術研究所が

日頃の研究成果を発表します

 静岡県水産・海洋技術研究所の日々の業務について、県民の皆様に広く知っていた
だくため、研究発表会を開催します。研究の日頃の取組を当研究所の職員がわかり
やすく紹介します。

１　開催の概要
日　時 令和8年11月20日（金）午後１時30分から４時30分まで
会　場 静岡県水産・海洋技術研究所２階会議室（焼津市鰯ケ島136－24）
開催方法 会場での対面発表とWeb(Zoom)のハイブリッド方式
定　員 会場：先着80名 　Web(Zoom)：先着100名
参加費 無料

２　発表内容（概要は別添資料を参照）
タイトル 発表者

(1)トゲノコギリガザミの完全養殖に成功！！ 
　～養殖用種苗の安定供給に向けて～

深層水科
主任研究員　清水一輝

(2)海の”今”を、もっと身近に
　～海洋観測とデータ活用～

資源海洋科
研究員　椛　亮介

(3)衰退した藻場の代替海藻を探せ！ 伊豆分場
研究科長　山田博一

(4)国産サーモンをつくりマス
　～海面養殖に適したニジマスの育種～

富士養鱒場
主任研究員　高田伸二

(5)「獲る」から「守り、育てる」へ
　～浜名湖アサリ復活への挑戦～

浜名湖分場
主査　霜村胤日人

(6)カツオの内臓を有効活用！
　　～漁業用代替餌料の開発～

開発加工科
研究員　朝倉啓輔

３　申込
方　法 電子メール（suigi-kaihatsu@pref.shizuoka.lg.jp）または

FAX(054-627-3084)に下記必要事項を記入して申し込んでください。
必要事項 メール（FAX)タイトル：【研究発表会申込】

本文中に、氏名、住所、電話番号、希望する参加方法（会場、又は
Web）を記載

申込期限 令和８年11月13日（金）
定員になり次第、募集締め切り

４　問合せ先
　静岡県水産・海洋技術研究所 開発加工科　担当：岡田裕史
　電話番号：054-627-1818
　Mail：suigi-kaihatsu@pref.shizuoka.lg.jp



水産・海洋研究発表会、発表内容の概要
①トゲノコギリガザミの完全養殖に成功！！ ～養殖用種苗の安定供給に

向けて～

深層水科 主任研究員 清水一輝

トゲノコギリガザミは浜名湖の水産有用種で、販売単価が高いため、新た

な養殖対象として大きな期待が寄せられています。養殖に使用する種苗を安

定して供給できるように研究を進めた結果、人工的に育てたカニに産卵させ

て再び種苗を育てる完全養殖に成功しましたので、ご紹介します。

②海の”今”を、もっと身近に～海洋観測とデータ活用～

資源海洋科 研究員 椛 亮介

水温は海洋環境の変化を把握する上で重要な指標です。当研究所では、調

査船「駿河丸」による毎月の海洋観測に加え、定地水温の観測や水温観測ブ

イの設置を行っています。今回は、これらの海洋観測情報を提供する当研究

所の新しい取組を紹介します。また、これらの観測情報の活用例として、黒

潮大蛇行終息によって沿岸水温がどう変わったのか説明します。

③衰退した藻場の代替海藻を探せ！

伊豆分場 研究科長 山田博一

伊豆地域では黒潮大蛇行などによる高水温や魚類の食害の影響により、

カジメの藻場が衰退し、それを餌とするアワビなど貝類の漁獲量も激減しま

した。このような海の状況でも生育し、藻場を形成する可能性がある海藻と

してアントクメに着目し、本種の特性を調べましたので、その内容を紹介し

ます。

④国産サーモンをつくりマス ～海面養殖に適したニジマスの育種～

富士養鱒場 主任研究員 高田伸二

海面で養殖されたニジマスは生食用のサーモンとして人気ですが、大部

分は輸入されています。サーモン人気を受けて、国内の海面養殖の取組も増

えていますが、その多くは輸入した卵から育てています。そこで、国産の卵

から育てたサーモンを増やすために、海面養殖に適したニジマスの作出を目

指して育種に取り組んでいます。

⑤「獲る」から「守り、育てる」へ ～浜名湖アサリ復活への挑戦～

浜名湖分場 主査 霜村胤日人

浜名湖でアサリが水揚げされなくなってから２年以上になります。この

間、水産・海洋技術研究所浜名湖分場では漁業者と協力しながらアサリの保

護活動や、「アサリ養殖」という新たな産業の創出に挑戦してきました。今

回これらの取組をご紹介します。

⑥カツオの内臓を有効活用！ ～漁業用代替餌料の開発～

開発加工科 研究員 朝倉啓輔

水産加工品の製造過程では原魚の内臓等の残さが大量に排出されてお

り、主に飼肥料として使用されています。これらの残さを漁業等で有効活用

することを目的に集魚効果のあるエキスを開発し、その効果の検証を行いま

したので紹介します。

調査船「駿河丸」による海洋観測

完全養殖で誕生した稚ガニ

海水飼育したニジマス

サバを用いた集魚効果検証試験の様子

伊豆地域で生育するアントクメ

アサリを外敵から守るための網を設置


